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　合同シ ン ポジウム 1 「発が ん性 と遺伝毒性 の 閾値 一

リス クア セ ス メ ン トに お け る問題点」 の オル ガ ナ イ ザ
ーとして、以下の ような考えの 基に 本シ ン ポジウム を

企画 した。
　遺伝毒性発がん物質 に閾値 はない 、従 っ て、発が ん

性が 認め られ、か つ 遺伝毒性が ある場合 に は ADI （1

日許容摂取量）を設定す る こ とは 出来ない。これまで

は この ような考えで リス クア セ ス メ ン ト、リス ク マ ネ
ージ メ ン ト、さ らに リス ク コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が 行わ

れて きた （現 に行われて い る）。発が ん性が あっ て 、遺

伝毒性の ある化学物質は 天然 に も存在 し、 食品 の 調理

過程で も生成する。さらに、我 々 の 体内に もその よう

な物質は 存在する。天然物 と人工 的に 合成された もの、
避 ける こ との 出来 る もの と避けるこ との 出来ない もの、
等 につ い て こ の 閾値問題 を どの よ うに 整 理 すべ き なの

か 。
ハ ザードと リス ク の 意味を正 確 に理解する必要が

あ る。リス クア セ ス メ ン トとは言 い 古 され た 言葉の よ

うに 考える人 も多い と思 うが、我 々 の分 野 に お い て は

今原点に立ち返り、もう
一

度考えなけれ ばな らない 非

常に ホ ッ トな今 日的な課題で あ る こ とは確か であ る。
　　本 シン ポジウム に お い て は、まず森田 会員に石光

進、森川馨先生と共著で 「リス ク アセ ス メ ン トに お け

る遺伝毒性 ：海外の視 点 は」 と題 し、 情報処理 の 立 場

から海外の現状を総括して い ただく。

　吉村功先 生 に は統計家 と して 、遺伝毒性分野の 研究

者 は試験の 陰性 、 陽性を気 に しすぎて い るの で はない

か、との 考 えの 基 に 「統 計 家か らの 疑 問 ：遺 伝 毒性の

イ ン ビ トロ 試験 の データか ら定 量 的 結 論 を導 こ う とす

るの は邪道なの か」 と題 し、加 Vitro　scee結果の 定 量

的評価に 関す る問題提起 と提言をお願 い す る。
　祖父 尼会員に は 「遺伝毒性 ：DNA 直接作用物質に

閾値 は存在 す るか ？ ！」 と題 し、細菌を用 い る復帰突

然変異試験等 にお ける 、 生 物学的閾値 の 問題を論じて

い ただ く。
　福島会員 に は 「

遺伝毒性発が ん 物質の 閾値問題 ：微

量で も本当に危険なの か 」 と題 し、遺伝毒性発が ん物

質に お け る閾値問題 を紹介 して い た だ く。
　そして最後 に、林裕造先生 に は 「リス ク アセ ス メ ン

トと は何 か ： もう
一

度原点に 戻っ て 」 と題 して、リス

クアセ ス メン トに つ い て 教育講演的に解説をお願い す

る と共 に、遺伝毒性 の 研究者、および代替法の 研究者
へ の 要望、提言 を お願 い す る。
　日本環境変異原学会 、 日本動物実験代替法 学会は共

に リス ク アセ ス メ ン トな らび に リス ク コ ミュ ニ ケー
シ

ョ ン に は それ な りの 立場 と責任 を持 たね ばな らな い 学

会で あり、この シ ン ポジ ウ ム を機会 に議論が 盛 り上が

る こ とを節 に期待す る。
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